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詳細はP5トピックスをご覧ください。

2013業務用製品カタログ



独自の技術力と営業力を遺憾 なく発揮して、
既存商権の維持拡大と新規商 権の開拓を進め、
売上の増強に努めます。

株主の皆様には、平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し
上げます。
第35期「IR Report」をお届けするにあたり、ご挨拶申し上げ

ます。
当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災からの
復興需要等による緩やかな景気回復の兆しが見られたものの、
長期化する欧州金融危機や新興国の成長率鈍化による世界経
済減速に加えて、国内の長引くデフレの影響から、依然として先
行き不透明な状況で推移しました。ただ、平成24年末に誕生し
た新政権への期待から、円高修正、株価上昇が進み、一部では
明るい見通しも出ています。

食品業界におきましては、厳しい雇用情勢や所得の伸び
悩みを背景として、消費者の生活防衛意識が高まる中、経
営環境改善には至っておりません。
このような状況下で、当社グループは、「世界6極体制」を
構築しているグローバルエンタープライズとして、また、天
然調味料におけるリーディングカンパニーとして、顧客ニー
ズを先取りし、全世界の既存事業の拡充と、新規事業の積
極的な展開を図りつつ、「食の安全」「健康」「おいしさ」を追
求してきました。
昨今の日銀による思い切った金融緩和策が奏功して、金
利率は低下しているものの、実態経済がどこまで浮上するか

は、予断を許しません。特に個人消費の回復には今少し時間
を要するものと思われます。
このような状況下、当社グループは、独自の技術力と営業
力を遺憾なく発揮して、既存商権の維持拡大と新規商権の
開拓を進め、売上の増強に努めます。
株主の皆様に対しましては、日頃のご支援ご鞭撻に感謝す

るとともに、今後のさらなるご愛顧を祈念して、年間配当金
は前期に比べ5円増額の1株につき45円とさせていただき
ます。
株主の皆様には、今後とも一層のご支援ご鞭撻を賜りま
すよう、お願い申し上げます。

代表取締役社長

田川 智樹
代表取締役会長

岡田 甲子男
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T O P  M E S S A G E

株 主 の 皆 様 へ



400m100m

パックセンター

敷地境界

増設工場

中央研究所R&Dセンター

「世界最適地生産体制」が確立したことで、
世界中の多くの顧客ニーズに
対応できる体制が整いました。
　当社グループは世界の食文化の発展に寄与するために、創業以来、グローバルエンタープライ
ズとして、日本国内はもとより、世界的な規模で企業活動を展開してきました。
　特にここ数年の間、世界各国で200億円規模の大型設備投資を行い、今般その投資が一巡し、
既に回収期にはいっております。
　これにより、日本、米国、中国、台湾、フランス、ベルギーの、世界6極体制による「世界最適地生
産体制」が確立し、世界中の多くの顧客のあらゆるニーズに、さらに対応できる体制が整いました。

Belgium
会 社 名
所 在 地
設 立
資 本 金

Ariake Europe N.V.
ベルギー マースメヒレン市
2004年1月
43,000千ユーロ

6 ベルギー

U.S.A.
会 社 名
所 在 地
設 立
資 本 金

ARIAKE U.S.A., Inc.
米国 バージニア州 ハリソンバーグ市
1985年2月
18,000千米ドル

2 米国

China
会 社 名
所 在 地
設 立
資 本 金

青島有明食品有限公司
中国 山東省 青島膠南市
1994年12月
8,120千米ドル

3 中国

Taiwan
会 社 名
所 在 地
設 立
資 本 金

台湾有明食品股份有限公司
台湾 屏東市
1985年5月
250,000千NTドル

4 台湾

France
会 社 名
所 在 地
設 立
資 本 金

F. P. Natural Ingredients S.A.S.
フランス アランソン市
2003年3月
22,000千ユーロ

5 フランス

2 3

4 5 6

Japan1 日本
会 社 名
本社所在地
工場所在地
設 立
資 本 金

アリアケジャパン株式会社
東京都渋谷区
長崎県北松浦郡
1966年6月
7,095百万円

九州工場

青島有明食品有限公司 第1工場ARIAKE U.S.A., Inc. 青島有明食品有限公司 第2工場

F. P. Natural Ingredients S.A.S.台湾有明食品股份有限公司 Ariake Europe N.V.

1
23

4

5
6

延床面積：57,100m2 1.7万坪 4.0万坪敷地面積：131,284m2

既存工場

　高品質、安価な商品
を安定的に供給できる

「 世 界 最 適 地 生 産 体
制」の確立により、当社
グループでは、明確な
数値目標を示した事業
計画を策定しました。

当社グループの
事業計画

実績 計画

平成24年3月期 平成25年3月期 平成26年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期

売上高

単体 266    284 305 325 345

連結子会社 65 74 97 123 150

連結調整 △ 16 △ 23 △ 26 △ 31 △ 35

連結 315 335 376 417 460

営業損益

単体 51 54     57 62 66

連結子会社 △ 2 0 5 9 15

連結 49      54 62 71 81

（単位：億円）

　当社グループでは、
事業計画に基づき、世
界の各地域・国ごとに
具体的な事業戦略を策
定し、3年後の平成28
年3月期の売上高目標
値を掲げました。

当社グループの
事業戦略

 
具体策 平成28年3月期

売上高目標値

日本
アリアケジャパン（株）

新たなビジネスモデルへの挑戦
● アリアケファームを核とする農業法人を育成し、有機

野菜を使用したアグリビジネスへの参画
● 老人食・健康食分野への進出等

345

国内子会社 安定的な売上高の維持 5

米国 ARIAKE U.S.A., Inc.
積極的な営業活動と研究開発の活性化
● トップセールスによる新規顧客開拓
● 新規セールスマンの大幅採用による営業組織の強化
● 研究開発部門の人材補強

50

中国 青島有明食品有限公司
中国市場での拡大
● 上海事務所の設置による営業活動範囲の急拡大
● 即席麺会社への売上増

40

台湾 台湾有明食品股份有限公司 外食向け食品の販売増
● 小規模ながら外食向け食品が毎年増加傾向 15

欧州

F. P. Natural Ingredients 
S.A.S.（フランス） 欧州市場戦略再構築

● 新規設備投資
● 大手有望顧客との良好な関係づくり

40
Ariake Europe N.V.

（ベルギー）

（単位：億円）
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ARIAKE JAPAN Co., Ltd.S P E C I A L  I S S U E

特 集  当 社 グ ル ー プ の グ ロ ー バ ル ネ ッ ト ワ ー ク と 事 業 戦 略
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　平成25年3月、パリ近郊
のベルサイユで国際食品展示
会が開催されました。当社も
この展示会に出展し、日本の
ラーメンスープを中心に展示、
試食を実施しました。
　世界中の外食産業、食品
メーカーの開発担当者など約
200人が当社の製品を試食
し、その中から約20社より
商談の申し込みがありました。

「2013業務用製品カタログ」の紹介

ベルサイユ国際食品展示会に出展

　「2013業務用製品カタログ」をホームページに掲載しました。
同カタログには主力商品のグルメロワイヤルなどの洋風ソース、
有明鳳凰シリーズなどの中華素材など、プロのメニューづくりに
お応えする製品を写真付きで掲載しております。
　また、有明鳳凰シリーズに、当社独自の技術で開発したラー
メンスープや新触感の台湾産メンマなどを紹介する、新商品の
ページを新たに設けました。
（当社製品は全て業務用です）

展示会ブースの模様

有明鳳凰シリーズ　新商品

ラーメンスープ
（醤油、味噌、豚骨、うどん）

ラーメンイメージサンプル 使用説明書

05 06

T O P I C S

ト ピ ッ ク ス

総資産

0

20,000

40,000

60,000
（百万円）

■ 純資産　■ 1株当たり純資産

85

80

50,929 54,662

84.6
82.7

H23/3
33期

H24/3
34期

H25/3
35期

純資産／1株当たり純資産
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0
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2,000
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自己資本比率

75

90
（％）

H23/3
33期

H24/3
34期

H25/3
35期

50,793

42,34541,177

1,322.841,286.79

80.6

46,550

1,452.87

ARIAKE JAPAN Co., Ltd.C O N S O L I D A T E D  F I N A N C I A L  H I G H L I G H T S

連 結 財 務 ハ イ ラ イ ト

（注）記載金額は、百万円未満を切捨てによって表示しています。

前連結会計年度 
平成24年3月31日現在

当連結会計年度 
平成25年3月31日現在

資産の部

流動資産 19,762 21,232

固定資産 31,167 33,430

　有形固定資産 21,678 21,363

　無形固定資産 133 143

　投資その他の資産 9,355 11,922

資産合計 50,929 54,662

負債の部

流動負債 7,045 6,067

固定負債 1,539 2,044

負債合計 8,584 8,112

純資産の部

株主資本 43,687 46,202

その他の包括利益累計額 △ 1,584 39

少数株主持分 241 308

純資産合計 42,345 46,550

負債純資産合計 50,929 54,662

（単位：百万円）連結貸借対照表
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-7,500

0 0

-5,000

-2,500

2,500

7,500

5,000

（百万円）

10,000

5,000

15,000
（百万円）

H23/3
33期

H24/3
34期

H25/3
35期

2,894

10,669

3,422

5,383

△5,407

5,572

△787

8,102

■  営業活動によるキャッシュ・フロー
■  投資活動によるキャッシュ・フロー

■  財務活動によるキャッシュ・フロー
■  現金及び現金同等物の期末残高（右軸）

キャッシュ・フロー

426

△2,742

営業活動によるキャッシュ・フローは、前期比2,149百万円の収入増の5,572百
万円の収入となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の売却
による収入や、投資有価証券および有形固定資産の取得による支出等により、
前期比4,620百万円の支出減の787百万円の支出となりました。財務活動による
キャッシュ・フローは、配当金の支出や短期借入金の減少等により、前期比754
百万円の支出減の1,987百万円の支出となりました。以上の結果、現金及び
現金同等物の期末残高は、前期比2,719百万円増の8,102百万円となりました。

△1,746 △1,987

（注）記載金額は、百万円未満を切捨てによって表示しています。

前連結会計年度 当連結会計年度 

営業活動による 
キャッシュ・フロー 3,422 5,572

投資活動による 
キャッシュ・フロー △ 5,407 △ 787

財務活動による 
キャッシュ・フロー △ 2,742 △ 1,987

現金及び現金同等物に 
係る換算差額 △ 559 △ 78

現金及び現金同等物の 
増減額（△は減少） △ 5,285 2,719

現金及び現金同等物の 
期首残高 10,669 5,383

現金及び現金同等物の 
期末残高 5,383 8,102

（注）記載金額は、百万円未満を切捨てによって表示しています。

株主資本 その他の包括利益累計額
少数株主 

持分
純資産 
合計資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本

合計
その他有価証券 

評価差額金
為替換算 
調整勘定

その他の包括利
益累計額合計

平成24年4月1日残高 7,095 7,833 30,818 △ 2,059 43,687 485 △ 2,069 △ 1,584 241 42,345
連結会計年度中の変動額
　剰余金の配当 △ 1,273 △ 1,273 △ 1,273
　当期純利益 3,788 3,788 3,788
　自己株式の取得 △ 0 △ 0 △ 0
　自己株式の処分 0 0 0
　株主資本以外の項目の
　連結会計年度中の変動額（純額） 676 947 1,623 66 1,690

連結会計年度中の変動額合計 − − 2,514 △ 0 2,514 676 947 1,623 66 4,205
平成25年3月31日残高 7,095 7,833 33,333 △ 2,059 46,202 1,161 △ 1,121 39 308 46,550

自 平成23年4月  1日
至 平成24年3月31日

自 平成24年4月  1日
至 平成25年3月31日

07 08

連結株主資本等変動計算書 （当連結会計年度  自 平成24年4月1日　至 平成25年3月31日） （単位：百万円）

（単位：百万円）連結キャッシュ・フロー計算書

ARIAKE JAPAN Co., Ltd.

前連結会計年度 当連結会計年度 

売上高 31,516 33,591

売上原価 21,370 22,661

売上総利益 10,146 10,929

販売費及び一般管理費 5,205 5,453

営業利益 4,940 5,475

営業外収益 761 1,044

営業外費用 805 111

経常利益 4,896 6,408

特別利益 0 —

特別損失 34 22

税金等調整前当期純利益 4,862 6,386

法人税、住民税及び事業税 2,253 2,529

法人税等調整額 1 31

少数株主損益調整前当期純利益 2,607 3,825

少数株主利益 21 37

当期純利益 2,586 3,788

（注）記載金額は、百万円未満を切捨てによって表示しています。

（単位：百万円）連結損益計算書

自 平成23年4月  1日
至 平成24年3月31日

自 平成24年4月  1日
至 平成25年3月31日

C O N S O L I D A T E D  F I N A N C I A L  H I G H L I G H T S

連 結 財 務 ハ イ ラ イ ト

連結売上高

0

10,000

20,000

30,000

40,000
（百万円）

31,516

4,336

33,591

H23/3
33期

H24/3
34期

H26/3
（予想）

36期
H25/3
35期

顧客第一の姿勢を貫い
て拡販に努めたことや、
米国とアジアの子会社
の売上増等により、前期
比2,074百万円（6.6％）
増の33,591百万円と
なりました。

0

（百万円）

H23/3
33期

H24/3
34期

H26/3
（予想）

36期
H25/3
35期

単体の営業利益が増加
したほかデリバティブ
取引評価益を含む為替
差益の発生による為替
差損の改善、さらには
受取利息、有価証券利
息および受取配当金の
増加などにより、前期比
1,512百万円（30.9％）
増の6,408百万円とな
りました。

2,500

5,000

7,500

0

10
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30
（％）

3,484

4,896

6,408

連結経常利益／連結売上高経常利益率

0

（百万円）

H23/3
33期

H24/3
34期

H26/3
（予想）

36期
H25/3
35期

前期比1,201百万円
（46.5％）増の3,788
百万円となりました。
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（％）

37,657

27,051

12.9
15.5

18.119.1

連結当期純利益／連結売上高当期純利益率

6.3
8.2

11.3 11.5
2,586

3,788

6,810
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（平成25年3月31日現在）（平成25年3月31日現在）

● 福岡支店
　 〒812-0011
　 福岡市博多区博多駅前 三丁目15番19号
　 電話 092-475-2990
● 仙台支店
　 〒980-0021
　 仙台市青葉区中央 四丁目2番27号 
　510ビル3階
　 電話 022-225-3590
● 札幌営業所
　 〒060-0002
　 札幌市中央区北2条西 九丁目1番地 
　ウォール・アネックス601
　 電話 011-272-2881

● 発行可能株式総数 .................................................130,000,000 株
● 発行済株式の総数 ................................................... 32,808,683 株
● 株主数 ...............................................................................21,306 名
● 上場証券取引所 ..........................................................................東京
● 証券コード番号 ........................................................................2815
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● 本社 
　 〒150-0022
　 東京都渋谷区恵比寿南 三丁目2番17号 
　 電話 03-3791-3301（代表）
● 九州工場
　 ・第1工場
　 ・第2工場
　 ・中央研究所R&Dセンター
　 ・パックセンター
 　 〒857-0361
　 長崎県北松浦郡佐々町小浦免字小浦浜 
   1572番21号
　 電話 0956-63-5500
● 名古屋支店
　 〒460-0008
　 名古屋市中区栄 三丁目11番20号
　 電話 052-238-7700
● 大阪支店
　 〒550-0003
　 大阪市西区京町堀 一丁目3番5号
　 電話 06-6459-3771

● 商　　 号 アリアケジャパン株式会社 
（ARIAKE JAPAN Co., Ltd.）

● 代 表 者 代表取締役会長　岡田 甲子男� 
代表取締役社長　田川 智樹

● 創　　 業 昭和41年6月2日

● 資 本 金 7,095,096千円

● 従業員数 410名

● 事業内容 1 天然調味料の製造、加工及び販売 
 2 農畜産物の生産、加工、輸出入及び販売 
3 水産物の加工、輸出入及び販売 
 4 医薬部外品の製造、輸出入及び販売 
 5 飲食店の経営 
 6 前各号に関連する技術指導業務 
 7 前各号に附帯する一切の事業

● 取引銀行 株式会社三井住友銀行 
 株式会社三菱東京UFJ銀行

● 関連会社 ● ARIAKE U.S.A., Inc. 
● 青島有明食品有限公司� 
● 台湾有明食品股份有限公司� 
● F.P.Natural Ingredients S.A.S. 
● Ariake Europe N.V. 
● 株式会社ディア . スープ 
 ● 株式会社エー・シー・シー
 ● アリアケファーム株式会社
● GLOBEAT USA, Inc.

本社ビル

● 所在地

自己名義株式
2.99％

金融機関
14.40％

その他の法人
37.82％

外国法人等
21.37％

個人・その他
22.44％

金融商品取引業者
0.98％

09 10

株主メモ

ARIAKE JAPAN Co., Ltd.

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで

期 末 配 当 基 準 日 3月31日

第2四半期配当基準日 9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月
株 主 名 簿 管 理 人�
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先���

〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
TEL 0120-232-711（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所

公 告 方 法 公告URL
http://www.ariakejapan.com/

1. 株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お
手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理
機関（証券会社等）で承ることとなっています。口座を開設され
ている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱
UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまして
は、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっていますので、上
記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せく
ださい。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎい
たします。

3. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお
支払いいたします。

ご注意

株式の状況会社概要

※当社は自己株式を980,716株所有しておりますが、上記大株主からは除外しております。

株主名 持株数 
（千株）

持株比率
（％）

ジャパンフードビジネス株式会社 9,155 28.77
公益財団法人岡田甲子男�記念奨学財団 2,196 6.90 
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,275 4.01
ノーザン トラスト カンパニー （エイブイエフシー）
サブ アカウント アメリカン クライアント 1,272 4.00 
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 991 3.12
岡田甲子男� 983 3.09
岡田直己 982 3.09
株式会社王将フードサービス 784 2.46
ステート  ストリート  バンク  アンド  トラスト  カンパニー 668 2.10 
メロン バンク エヌエー アズ エージェント フォー イッツ 
クライアント メロン オムニバス ユー エス ペンション 593 1.86

C O R P O R A T E  I N F O R M A T I O N

会 社 情 報
I N V E S T O R  I N F O R M A T I O N

投 資 家 情 報

大株主（上位10名）

所有者別株式数構成比率

株価（月足）／出来高推移
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株主優待制度廃止のお知らせ

当社株式に対する魅力を高め、一人でも多くの方々に継続保有いただくためには、現金による利益還元を重視することがよ
り有効であるとの判断に基づき、株主優待制度を平成24年9月末日をもって廃止させていただきました。今後も株主の皆
様への利益還元は経営の重要課題であると認識し、業績向上に取り組んでいく所存ですので、ご理解を賜りますようお願い
申し上げます。


